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１．はじめに  

近年，高度成長期に架設された多くの橋梁に対して補修，補強が必要とされる中，点検技術者間の点検結果

のばらつきや，若手点検技術者の育成が不足しているなど，点検の質向上に対策が必要であることがわかって

いる．この課題に対して IT 技術の急激な進歩に伴って発展したバーチャルリアリティ(VR)技術を用いて視覚

的に再現する橋梁目視点検支援システム 1) (以下，本システム)の開発を行っている．このシステムの導入に

より，既存橋梁の現場まで出向くことなく VR の環境下で橋梁の点検技術教育を行うなど，上記課題に対する

対策の一つとして活用できると考えられる． 

本システムの活用法としては図-1 示すような 4 つが考えられる：①実橋梁の写真を用いた 3DCG モデルと

目視点検から得た変状データの 2 点を点検データとして併せ持たせる．②橋梁点検を VR 環境下で擬似体験を

することができる．③現場に出向くことなく，本シ

ステムを用いることで劣化・損傷の確認，点検技術

者の意見のフィードバックができる．④過去に実施

した点検結果と現在との比較を行うことによって

劣化・損傷の進行を具体的に把握することができる． 

本研究では，図-1 の 4 つの機能の質向上を目指

し，また本システムの画像上で「ひび割れ」2）,3)

や「剥離」といった劣化状態を指摘する場合に「剥

離」の変状指摘に課題があることに着目し，打音に

よるコンクリート剥離検出機能を追加したので，そ

の効果を紹介する． 

 

２．既往のシステムの問題点と解決方法  

 既往のシステムは橋梁の 3DCG モデルを表示し，

ウォークスルーによる「ひび割れ」の劣化・損傷の

確認をすることができる．しかし，目視点検の実際

の作業では，点検ハンマーなどによる打音検査を行

い音による「剥離」の確認を行っている．そこで，

本システムをより有効に活用するために，3D 映像

による視覚的な表現だけでなく，実際の目視点検作

業のような聴覚による表現を実装し，より効果的な

システムにする必要がある．そこで本研究では，図

-2 のようなシステム画面を作成し，打音によるコ

ンクリート剥離検出機能の追加を行った． 
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図-1 橋梁目視点検支援システムの活用法の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2  打音機能を追加した本システムの画面例 
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３．打音再生機能について 

３.１ 打音再生機能の手順 

本システムサブメニュー(図-3中の

左側)の中の「チェックハンマー」ボ

タンをクリックすると打音機能が ON

の状態になり，ボタンの色が赤色に変

化し，またマウスカーソルも打音用の

カーソルに変更される．次に，モデル

(図-3 中の右側)から，打音を再生し

たい「損傷箇所」にマウスカーソルを

移動する．なお，打音再生する損傷箇

所は，橋梁ごとの変状図をもとに．実

際に録音した打音データを損傷の状

態と適合する箇所に設定する．最後に，

再生したい損傷箇所をクリックする

ことで，打音音声が再生できる． 

３.２ 打音再生機能の活用効果 

橋梁目視点検支援システムにおいて，打音再生機能を活用した際の活用効果についてまとめると以下のよう

になる： 

(1) 剥離検出機能 

打音を再生することで，これまで把握しにくかった「剥離」の変状を検出できる． 

(2) 聴覚を活用した点検技術者の学習支援機能 

「ひび割れ」の変状だけでなく，「剥離」も聴覚により再現することができるようになったので，点検技

術者の学習支援に活用することができる． 

(3) 変状データの保存機能 

変状データとして，「ひび割れ」のみでなく「剥離」も保存することができるようになったので，本シス

テムを用いて，学習支援だけでなく，専門家でない人(住民)に対しても説明の効果に活用できる．さらに，

画像データに打音データを加えることで，より臨場感を持ったシステムになった。 

 

４．まとめ 

 以下に，本研究で得られた主な成果を示す． 

 1)橋梁目視点検支援システムに打音を表現する機能を追加した． 

2)打音の機能を活用することで，「剥離」の変状を把握することができるようになった． 

 3)学習支援だけでなく，専門家でない人(住民)に対しても説明の効果があることが分かった． 

 4)画像データに打音データを加えることで，保存する変状データの質を改善した． 
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図-3 打音再生のモデル例と「剥離」の変状写真例 
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